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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、良質な看護計画立案を保証し，確実な実施と効率的な記録を実現
し，データに基づく看護の質評価・改善を支援する「臨床看護サービスの質マネジメントシステム」を開発する
ことである。成果指標としては「超過勤務時間」が有用と判断された。1000床のB病院で約400の看護ナビコンテ
ンツが開発され760のPCAPSコンテンツ内に設定された。システムアプリケーションは、チーム医療を支援する
TeamCompass として開発された。B病院では、2019年5月に実装された。B病院の超過勤務時間（記録によるも
の）分析の結果、2019年3月を基準とした場合、2020年3月には約30%削減した。

研究成果の概要（英文）：A purpose of this study is to develop "the quality management system for the
 clinical nursing service". The system supports the guarantee of the high quality nursing care plan,
 certain enforcement and an effective record, and a quality evaluation and the improvement of the 
nursing based on data. "Overhours" was judged with a use for the result index that the construction 
of the quality management system of the clinical nursing service. In B Hospital, approximately 400 
nursingNavi contents were developed and, were set within 760 PCAPS contents through action research.
 The system application was developed as TeamCompass which supported team medical care. In the B 
Hospital, The system was implemented in May, 2019. In overhours (for record) of the B Hospital, it 
was reduced approximately 30% in March, 2020 in comparison with March, 2019.

研究分野：医療・介護の質マネジメント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
構造化看護計画の立案支援システムと，実施に対する構造化看護記録システムが開発された．（１）看護計画・
看護記録の漏れの防止（２）優先順位の高い観察へのしぼりこみ（３）併存疾患管理上有用な観察項目の追加　
が可能である．これによって，叙述的記録は，ある条件のときのみ必要となる状況となる．この看護計画と記録
の構造化は，臨床看護の科学化を推進するデータに基づく評価・改善システムを構築することになる．本研究
は，現状の非効率で低品質の看護計画・看護記録に，圧倒的な効率性と品質改善をもたらす．また本研究のモデ
ル構築により，看護の思考プロセスの科学化を推進することが期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 
看護実践の質保証のためには、a) 行うべき看護が実行計画として明示され、b) それらが
確実に実施され、c) 当該実施記録が残されることが必要である。ある局面の患者に対して
必要とする看護が論理的に導出されるしくみがあれば、当該局面における看護計画のより
正しい姿を理解することができる。また当該計画と実施の差異を分析することで、実施した
看護の質評価をし、改善へと導く PDCA サイクルを実現できる。患者状態の認識の質に影
響を与える「看護観察」に特に焦点をあて、このような看護実践の適切性について評価し、
改善するしくみを検討するところまで議論をすすめる必要がある。 
H27 年度の挑戦的萌芽研究で、臨床看護観察の実態調査・質評価をするための調査ツー
ルを開発した。当該ツールを用いた調査に 14病院（国立・公立・民間含む）が参加し、多
くの病院で、バイタルサイン・in/out バランスの観察は 80～100％の記録率であることが確
認されたが、入院目的の疾患・治療に特化した観察項目は 50％未満の記録率であった。こ
の深刻な状況は、業務の多忙性・患者の複雑性・標準化の遅れなどに起因していることが予
測されることから、構造化臨床看護知識コンテンツを用いて、（１）看護計画の漏れ・看護
記録の漏れを防止するための方法論、（２）優先順位の高い観察にしぼりこむための手法、
（３）併存疾患管理上有用な観察項目を追加する手法、の３つを開発し、実臨床で使えるよ
うにすることが必要である。また、現状の非効率で低品質の看護計画・看護記録に、圧倒的
な効率性と品質改善をもたらすシステム開発が必要である。  
 
２．研究の目的  

本研究の目的は、良質な看護計画立案を保証し、確実な実施と効率的な記録を実現し、デ
ータに基づく看護の質評価・改善を支援する「臨床看護サービスの質マネジメントシステム」
を開発することである 
 
３．研究の方法  

本研究は、①構造化臨床看護知識コンテンツ開発、②①を用いた看護計画立案＆記録支援
システム開発（研究代表者所有アプリケーションソフトを参考とする新規開発）、③②を用
いたアクションリサーチ（病院看護・在宅看護）、 ④③のデータを用いた臨床看護サービ
スの質マネジメントシステムモデル開発、から構成される。 
 

４．研究成果  

(1) 平成 29 年度（2017 年度）は、研究体制の組織化に注力し、共同研究および必要とする
倫理審査の検討と準備を行った。研究総括は倫理審査申請・各グループと各組織へのサポー
トと水流研究室開発所有の ITアプリケーションの機能確認と新システムの機能設計および
システム開発を行った。構造化臨床看護知識コンテンツ開発グループは病院グループ・在宅
グループが必須とするコンテンツの特定と開発を行った。臨床看護サービスの質マネジメ



ントシステムモデル開発グループは初期モデル案の検討を行った。病院グループは院内の
組織化・導入手順の設計・教育方法の検討を実施した。在宅グループは関連組織との調整・
導入手順の設計・教育方法の検討を行った。また、研究成果のアウトプットとして、国内学
会・国際学会での発表を行った。 
アクションリサーチとしては、各病院の看護記録の質評価調査と超過勤務時間及び支払
額に関する調査のフレームワーク開発とパイロット調査を実施した。看護記録(観察)は、バ
イタルサインと in/out が 80％以上の記録率に対し、系統機能別観察については 50％以下
の記録率であり、異常がなければ記録しない傾向が顕著であった。また重要な観察項目のも
れがあった。いずれの病院も超過勤務は問題視されており、その支払額として 400 床の急
性期病院で年間 3000～8000 万円の超過勤務手当が支払われていることが明らかになった。
超過勤務のうち、50％前後が記録のための超過勤務となっていた。 
 

(2) 平成 30 年度（2018 年度）は、多数の病院で共有可能な疾患治療別の「臨床看護ナビコン
テンツのフレームワークの精緻化」、「看護ナビコンテンツレビューの方法論開発」、「実装す

る病院と共同での看護ナビコンテンツ開発および PCAPS コンテンツ開発」「看護計画記録支援シ

ステム nursing compass の機能特定」をアクションリサーチの形式で行った。 

電子カルテ化を初めて行う 350 床の急性期病院の看護部門が中心となって、PCAPS 実装プロジェ

クトチームを組織化し、各診療科の医師の協力・疾患指導を得る形で、PCAPS コンテンツと看護

ナビコンテンツの開発を行った。一般化コンテンツ(内科系・外科系・短期入院：教育検査入院)

と個別コンテンツで、約 150 の PCAPS コンテンツ群となった。 

 看護計画記録支援システム nursing compass を、電子カルテと連動して運用することができ

た。2018 年 7 月末に導入後、現場ニーズに基づく機能特定をさらに実施した。昨年度超過勤務

時間との比較において、導入 2か月後には、減少傾向がみられ、一般的な電子カルテ実装では看

護部門の安定までに 6か月以上かかるところが、早期に安定化できている可能性が示唆された。 

 

(3) 令和元年度（2019 年度）は、大規模病院で必要とする診療科毎の疾患治療別の PCAPS 臨床
プロセスチャートの種類と構造化臨床看護知識コンテンツの整備、システム機能の特定、超過勤

務を増加させる要因のｙと、その対応策に関する有用な知見を得た。 

①疾患治療毎の PCAPS 臨床プロセスチャートおよび構造化臨床看護知識コンテンツ開発：2019

年度は、約 1000 床の大学病院で 713 の PCAPS コンテンツ・1415 フェーズの構造化臨床看護知識

コンテンツを作成・実装・運用できた。約半年の運用を経てコンテンツのみなおし・精緻化を行

い、ノーマルでない状態をつくりだすきっかけとなる出来事を示すイベント（看護イベント 204・

医師イベント 708）を整備し、多様な患者状態を表現することができるようにして、2月末にバ

ージョンアップした。 

②電子カルテと連動する PCAPS と構造化臨床看護知識コンテンツを搭載したに看護計画立案と

実施記録支援システムの開発と実装・運用：a)入院患者へのコンテンツ適用を医師が電子カルテ



から実施し、b)入院時には電子カルテと連動して適用されたコンテンツが、看護計画立案を良質

かつ効率的に実施でき、c)作成された構造化看護計画にそって看護が実施され、d)構造化記録を

良質かつ効率的に実施するという運用モデルを実際に実現することができた。システム機能と

して、必要時備考入力を可能とし、すべての備考記事を画面上に展開する機能を追加したことか

ら、簡潔な叙述記録として実現できた。アクションリサーチによって特定された臨床看護業務を

支援するシステム機能は、臨床看護業務の質を担保した生産性向上に有効であった。 

③評価・改善：超過勤務の 50%前後を占めている「記録の超過勤務時間」を指標として、超過の

原因を分析したところ、「叙述記録」と「すべての業務終了後に記録するカルチャーが根強いこ

と」が、システム導入効果を妨げていることがわかった。そのため、叙述記録の条件を特定し、

それ以外の叙述記録を禁止するルールを作成し、組織ルールとした。また逐次入力率（ある業務

をおえた直後にシステムに入力する割合)を分析する手法を開発し、みえる化することで、逐次

入力が推進され、定時には記録が終わっている看護スタッフを増加させる可能性が示唆された。 

 

(4)新システム導入後の看護記録のリアルタイム入力（逐次入力）状況 

A 病院の看護師 12名分のデータを用いた。この 12名は看護師長が優秀であり効率的に業務を

行っていると判断した看護師たちである。実施直後にカルテ記入した記録の割合を可視化して、

図 1に記した。ここで、リアルタイムとは一連の看護業務を 1患者に行なった直後にカルテを記

入したこととしている。 

看護師のリアルタイム記入割合は、0。6以上(リアルタイム入力実施群)、0。4以上 0。6未満

(リアルタイム入力努力中群)、0。4 未満（リアルタイム入力未実施群）の 3 グループに分けら

れた。0。6 以上でも記入終了時間が遅い看護師の存在を確認できたため、当該看護師はリアル

タイム入力未実施群とした。 

この 3 つの群の実施時間帯と記入時間帯をヒストグラムで可視化した結果、リアルタイム入

力未実施群では記録終了時間が遅くなり、これが超過勤務の大きな原因のひとつであることが

確認できた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ A病院において師長から優秀と認識されている看護師のリアルタイム入力状況 

 

(5)Ｂ病院における超過勤務時間（記録によるもの）の削減効果 

B 病院は臨床業務の良質化に向けて、2019 年 5 月から PCAPS 搭載 TeamCompass を電子カルテ

と連動させて運用開始した。2019 年 1月～3月にかけて、看護ナビコンテンツ開発・PCAPS コン

テンツ整備を図った。2019 年 3 月を基準にすると 2020 年 3 月には、全体の超過勤務時間(記録

によるもの）は 3 割弱削減できた。2019 年 1 月を基準にすると 4 割弱の削減となった。看護師

ひとりあたり超過勤務時間を病棟間で比較した結果、多くの病棟では超過勤務時間(記録による

もの)の発生を削減できていたが、削減できていない病棟もあった。削減できていない病棟は

PCAPS に関する医師側の理解と運用上の協力が少ないことが示唆された。 
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